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   We obtained a partial response to a transitional cell carcinoma (TCC) of the renal pelvis with 
multiple metastasis following a 24-hour continuous injection of 5-FU (5 fluorouracil) over  a period 
of 8 weeks. After treatment we could successfully remove the primary lesion. After removal of 
the primary lesion, the patient lived for three months. Because the effects of this treatment, 
compared to those of combination chemotherapy, are mild, it is useful for elderly patients with 
progressive TCC. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 40: 825-828, 1994) 






























検施行.病 理 組織 学的結果 は移 行上皮癌high









































































中川,ほ か=腎 孟癌 ・5-FU 827
した.こ のた め 原 発巣 に 対 す る 手術 に 耐 え うる と判
断 し,1992年12月17日左 腰 部斜 切 開 にて 左 腎摘 出術施
行.左 腎 は周 囲 との癒 着 が顕 著 で あ り後 腹膜 リンパ節
は直 径3cm大 の 弾性 硬 の も のが 腎茎 部 を 中心 に 数個
あ り.
病 理 組 織 像 はtransitionalcellcarcinomaG2
1NFbetaであ り搬痕 組 織 間 に腫 瘍細 胞 が び ま ん性 に
残存 して い た.stagepT3N2Mlであ った.術 後1
週 間 目よ り5-FU200mg/dayを経 口投 与再 開.3週
間 目か ら術 前 同様 に5-FU持 続 点 滴 静 注 を4週 間施
行 した が 体力 の低 下著 しく以後 中 止 した.1993年3月


























































検索 しえた範囲では,遠 隔転移を有 す る例に5-FU
単剤でCRを えた報告はなかったが,ロ イコボリン
828 泌尿紀要40巻9号1994年
15-FUの併用 で リンパ節 転移 を 有 す る 腎 孟 腫瘍 に た
い し20カ月 以上 のCRを え た7),との報 告 が あ った.
ロイ コボ リンは5-FUの 効 果 を増 強 す る8)といわ れ こ
の よ う なbiochemicalmodulation(生化 学 的 調
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